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3月に完成され新装「高萩市文化会館」のステージに取り付けられた椴帳（と．んち

工織 茎悪地叢,息 恥胴全域‘群生し 阿耀難,…《鴬榊護‘崎,青蕊愈市”
花「はぎ」 と、林野の多い市域に棲息し、古代から､吉兆､を伝える市の烏である き

じ」を図柄に配して、絵画的にも斬新で格調が高く 、歴史に育まれた郷土高萩市民の

文化の象徴として図案化されたものです。

この椴帳の大きさは、天地8メートル、左右17メートルの大きなものです。

（椴帷は、 日本"|｣工製紙株式会社から寄贈されたもので､す。 ）
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市 高萩市市民憲章

の
綴 一人口の動き

3月1日現在

人 口 31 ，830

男 15，601

女 16 ，229

世 帯 8，848

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましよで

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

１
１
１
１

のと鳥 前月比
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 ･ 1152です
”
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教
育
は
、
児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階

に
あ
わ
せ
た
人
的
、
物
的
の
両
面
か
ら

環
境
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
虹
世

紀
の
子
孫
に
向
け
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

創
造
的
な
人
間
形
成
を
図
る
た
め
、
心

の
通
っ
た
教
育
と
教
育
施
設
の
整
備
に

意
を
用
い
て
参
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
、
校
舎
不
足
解
消
の

た
め
の
高
萩
小
学
校
の
増
筑
事
業
と
、

君
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
社
会
科
副
読
本

「
は
ば
た
く
高
萩
」
の
作
成
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
進
め
て
参
り
ま

￥
、
７
□

昭
和
弱
年
度
第
１
回
（
３
月
）

定
例
市
識
会
が
、
さ
る
３
月
洲
日

か
ら
調
日
ま
で
の
幅
日
間
に
わ
た

っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
冒
頭
で
鈴
木
市
長
は
、
昭

和
弱
年
度
の
施
政
方
針
を
あ
き
ら

か
に
し
ま
し
た
。
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

教
言
②
姦
実
》

〃
人
間
愛
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く
り
〃
を
信
条
に

〃
生
活
を
快
適
に
す
る
社
会
開
発
〃

fー

ま
た
、
幼
児
の
自
主
的
・
自
発
的
活

動
が
の
び
の
び
と
で
き
る
よ
う
独
立
し

た
園
舎
と
し
て
、
秋
山
幼
稚
園
の
建
設

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
近
年
の
余

暇
の
増
大
に
伴
な
っ
て
余
暇
の
有
効
利

用
の
た
め
、
教
育
、
芸
術
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
住
民

参
加
の
要
求
に
応
え
、
な
お
一
層
の
助

長
を
図
る
べ
く
、
公
民
館
活
動
の
充
実

と
文
化
会
館
を
核
と
し
た
芸
術
文
化
活

動
を
推
進
し
、
市
民
の
文
化
意
識
を
さ

ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
と
諸

行
事
を
行
い
、
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
の
購
入
費
を
さ
ら
に
増

額
し
て
、
将
来
に
お
け
る
図
書
館
建
設

の
基
礎
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

先
年
来
鋭
意
収
集
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
、
先
人
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
来
た

貴
重
な
昔
話
や
伝
説
の
ま
と
め
か
で
き

上
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
保
存
す
る

た
め
の
「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
」
を
刊

行
し
、
後
世
代
の
人
々
に
語
り
伝
え
る

責
務
を
果
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
働
く
青
少
年
の
交
流

の
場
と
し
て
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
万
全
を

期
し
、
自
主
的
参
加
を
助
長
し
な
が
ら

利
用
度
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

福
祉
を
支
え
る
も
の
は
、
市
民
ひ
と

り
、
ひ
と
り
の
心
の
通
っ
た
温
か
さ
に

あ
る
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
、
今

日
ま
で
社
会
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
て
き

た
老
人
の
方
々
が
、
生
き
が
い
の
あ
る

生
涯
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
助
長
を
図
る

と
と
も
に
、
老
人
を
囲
む
三
世
代
の
集

い
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
人
の
研
修

会
等
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

心
身
障
害
児
童
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
中
度
心
身
障
害
児
童
に
対
し
て
も
手

当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
よ
篁
７
、
適
用

範
囲
の
拡
大
と
手
当
金
の
引
上
げ
を
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
も

厚
み
を
加
え
た
し
だ
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
施
設
の
配
置
を
考
慮
し
、
民
間
に
よ

る
新
設
保
育
所
に
対
し
、
助
成
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。

公
害
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
害

パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
更
新
を
行
う
と
と
も

に
各
種
調
査
、
分
析
を
行
い
、
公
害
の

未
然
防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

保
健
予
防
事
業
と
し
て
、
各
種
住
民

た
い
と
存
じ
ま
す

渥
祉
ゆ
絢
生

（
》

検
診
、
健
康
相
談
等
を
行
い
、
予
防
に

よ
る
健
康
づ
く
り
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。

特
に
、
住
民
の
よ
り
よ
い
健
康
づ
く

り
運
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係

各
課
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

諸
事
業
を
進
め
る
べ
く
努
め
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

年
々
増
嵩
す
る
医
療
費
に
対
し
、
一
般

会
計
よ
り
繰
出
し
を
行
い
、
国
保
財
政

の
健
全
な
る
運
営
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
と
生
活
様
式
の
多
様

化
に
伴
い
、
常
に
住
民
が
安
全
で
快
適

な
生
活
を
営
む
こ
と
か
で
き
る
環
境
の

整
備
に
心
が
け
、
各
種
の
事
業
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

都
市
施
設
の
整
備
と
し
て
、
そ
の
根

幹
を
な
す
公
共
下
水
道
事
業
を
は
じ
め
、

都
市
下
水
路
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
街
路
事
業
と

秩
序
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
る
べ
く

土
地
区
画
整
理
事
業
を
促
進
し
て
参
り

ま
す
。ま
た
、
基
礎
集
落
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

の
場
と
し
て
の
集
会
場
の
建
設
、
児
童

公
園
の
整
備
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

核
家
族
等
に
よ
り
住
宅
の
需
要
が
増

加
す
る
中
で
、
持
家
の
向
上
に
資
す
る

た
め
民
間
に
よ
る
優
良
な
住
宅
開
発
を

促
進
し
な
が
ら
、
公
営
住
宅
の
環
境
、

生
活
環
境
ゆ
整
備

(2)



「
地
方
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
帥
年

代
の
初
期
を
迎
え
、
内
外
と
も
に
厳
し

さ
を
増
す
社
会
経
済
環
境
の
も
と
で
、

人
々
の
価
値
観
も
多
様
化
し
て
お
り
、

ま
た
、
市
民
の
関
心
も
生
活
の
質
を
よ

り
一
層
高
め
、
豊
か
な
生
活
が
営
め
る

環
境
の
整
備
が
強
く
要
請
さ
れ
て
お
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
に
迎
え
た
帥
年
代
は

常
磐
自
動
車
道
を
基
軸
と
す
る
新
し
い

交
通
体
系
の
中
に
お
け
る
地
方
都
市
機

能
の
開
発
と
、
強
化
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
適
確
な
対
応
が
迫
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。

市
長
就
任
以
来
、
市
政
の
信
条
と
し

て
い
る
「
生
活
を
快
適
に
す
る
社
会
開

発
」
「
人
間
愛
を
は
ぐ
く
む
人
つ
く
り
」

を
政
策
の
基
本
理
念
と
し
て
、
と
く
に
、

I

蔭蓉縫

"55年度の○

現財政の枠の中で

Ｋ
整
備
を
図
る
た
め
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
要
道
路
の
改

良
、
舗
装
を
行
い
、
ま
た
常
磐
自
動
車

道
の
建
設
の
早
期
完
成
を
促
進
い
た
す

と
と
も
に
、
県
道
の
改
良
に
つ
い
て
も

推
進
を
図
る
よ
う
積
極
的
に
要
望
い
た

し
て
参
り
ま
す
。

交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
人
命
尊
重

の
立
場
に
立
っ
て
市
民
総
ぐ
る
み
の
交

通
安
全
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
市
民

に
対
す
る
交
通
安
全
の
普
及
と
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
事
故
防
止
に
最
大
の
努

力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
と
と
も
に
、

交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て
も
反
射
鏡
、

歩
道
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
に
つ

新
年
度
は
、
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
第

２
次
基
本
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、

計
画
の
内
容
と
、
現
状
を
ふ
ま
え
諸
施

策
の
実
現
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
施
策
と
同
一
基
調
を
と
り
な
が
ら

健
全
財
政
の
堅
持
を
基
本
と
し
、
歳
入

で
は
、
現
行
の
財
政
制
度
の
枠
の
中
で

最
大
限
に
活
用
し
、
歳
出
で
は
、
経
常

費
を
極
力
抑
制
し
つ
つ
投
資
的
経
費
に

振
り
向
け
る
よ
う
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
財
政
的
制
約
の
中
で
、

「
文
化
と
健
康
の
高
萩
」
を
行
政
の
テ

ー
マ
と
し
て
、
市
民
参
加
を
一
層
高
め

創
意
工
夫
と
、
新
し
い
発

露

想
に
基
づ
く
施
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

＝

農
業
部
門
に
お
い
て
は
、
ま
ず
水
田

利
用
再
編
対
策
の
三
年
目
を
迎
え
、
政

府
は
、
転
作
目
標
面
積
を
原
則
と
し
て

固
定
す
る
こ
と
で
、
き
ま
し
た
が
、
最

近
の
米
の
需
給
は
一
段
と
過
剰
の
度
合

い
を
強
め
て
お
り
、
需
給
の
見
直
し
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
、
本
市
に

対
し
ま
し
て
も
、
前
年
よ
り
五
七
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
増
の
一
○
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
配
分
が
あ
り
、
本
市
の
水
田
条
件
か

ら
み
て
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議
会
の
讓

を
経
て
、
そ
の
実
施
方
針
を
定
め
、
食

糧
管
理
制
度
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら

い
て
は
、
年
々
順
調
に
経
営
成
績
を
高

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
な
お
一
層
企
業

意
識
に
立
脚
し
、
経
営
の
健
全
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
給
水
の
安
定
拡
大
を

図
り
つ
つ
、
企
業
努
力
を
重
ね
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

広
域
行
政
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
の

進
展
に
伴
な
い
消
防
体
制
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
環
境
衛
生
施
設
と
し
て

の
じ
ん
芥
処
理
場
の
建
設
を
は
じ
め
、

と
畜
場
の
業
務
に
つ
い
て
も
円
滑
な
運

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
経
費
を
負

担
し
て
参
り
ま
す
．

な
お
、
非
常
備
消
防
に
つ
い
て
も
、

機
械
、
器
具
の
整
備
と
消
火
栓
の
設
置

を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

産
業
勧
振
鍵

Ⅱ

も
、
ま
た
地
域
農
業
生
産
の
再
編
を
図

る
上
か
ら
も
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
考
え
、
引
き
続
き
転
作
条

件
の
整
備
に
最
善
の
努
力
を
す
る
と
と

も
に
、
転
作
等
の
誘
導
方
向
に
そ
っ
て

促
進
を
行
い
、
そ
の
定
着
化
を
図
り
、

生
産
者
の
ご
協
力
を
得
て
、
本
対
策
の

円
滑
な
実
施
を
期
し
て
参
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し

て
島
名
地
区
再
編
構
造
改
善
事
業
を
は

じ
め
、
後
谷
地
区
土
地
改
良
整
備
事
業
、

玉
川
地
区
か
ん
が
い
排
水
路
事
業
、
農

業
用
水
路
等
の
整
備
事
業
を
引
き
続
い

て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
流
通
機
構
の
広
域
化
に
伴
い
、

生
産
地
と
消
費
地
を
結
ぶ
県
北
東
部
広

域
農
道
整
備
事
業
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
松
岡
地
区
農
免
道
路
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
促
進
し
て
生
産
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
多
賀
地
区

広
域
農
業
開
発
事
業
を
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
、
用
地
の
造
成
を
推
進
し
、

草
地
改
良
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
２
次

林
業
構
造
改
善
事
業
及
び
中
核
林
業
振

興
地
域
の
指
定
に
よ
る
制
度
の
効
率
的

活
用
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
林
業
経
営
の

安
定
と
生
産
の
向
上
に
資
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
県
北
平
担
地
区
に
年
々
増
加

す
る
松
く
い
虫
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
、
緑
の
保
全
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

ま
た
、
第
２
期
山
村
振
興
事
業
を
継

ｰ

続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
籍
調

査
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

商
工
行
政
に
つ
い
て
は
、
商
工
業
者

の
活
発
な
る
近
代
化
へ
の
意
欲
を
さ
ら

に
助
長
す
る
た
め
、
商
工
会
運
営
費
の

助
成
と
商
店
街
の
環
境
整
備
の
た
め
の

助
成
を
行
い
、
ま
た
産
業
祭
を
開
催
し
、

地
場
産
業
に
対
す
る
市
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
観
光
面
で
は
海
岸
整

備
の
一
環
と
し
て
高
戸
海
岸
遊
歩
道
の

整
備
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
優
良
企
業

の
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
造
成

中
の
工
業
団
地
の
早
期
完
成
を
促
進
し

農
業
、
商
業
、
工
業
の
調
和
の
と
れ
た

都
市
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

◇
◇
ｌ
◇
ｌ

市
政
参
加
を

期
待
し
て

以
上
、
施
政
に
対
す
る
基
本
的
な
方

向
と
施
策
の
概
要
を
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
文
字
ど
お
り
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
で
数
多
く
の
政
策
を
実
現
達
成
し
て

ゆ
く
た
め
に
は
、
多
く
の
困
難
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
達
成
に
は
、
市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
市
政
に
対
す
る
深
い

ご
理
解
と
積
極
的
な
協
力
の
も
と
に
、

市
民
自
ら
が
よ
り
よ
い
ま
ち
つ
く
り
を

推
進
す
る
と
い
う
意
識
の
上
に
立
っ
て
、

市
政
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
執
行
体
制
の
強
化
と
責
任
体

制
の
確
立
に
努
め
、
帥
年
代
の
第
一
歩

を
力
強
く
前
進
し
て
参
り
た
い
と
念
願

し
て
お
り
ま
す
。

(3)



でみる予算の使いみち

14億日0

203万5千円

弓詑芳ﾗ宇再

土木費 12159,2037ｺ5

ロ■

’
一
一
一

贄

一

一

菅

8億4,227万7千円

6億9’049芳両－1
l■■■

一ｺ宿6‘322万'千円
一

'4億569万4千円
一

司4(鼠54万8千円
2億2,951万6千円

1億2,588万4千円

’億1 ,933万5千円

5｣584万円
■■■■■■

5,512万円

41 145万3千円

公債費

一一

（
｝ ｢－155年度

－54年度
》肖 防1l=

零
戸災害復旧費

巳予備費

一般会計予算

歳 出

（使われるお金）

河川改修事業

7， 417万4， 000円

農業振興整備事業

1億4， 839万7 ， 000円

土地改良事業

7， 285万2 , 000円

林道開設工事

′977万8， 000円

地籍調査事業

1 ， 597万9， 000円

l萄工振興対策事業

1 ， 492万3， 000円

観光整備事業

1 ， 078万0, 000円

生活資金貸付対策事業

500万0 , 0001'」

老人福祉対策事業

8， 402万3 ， 000円

医療福祉対紫事業

21"1 , 962"8, 000円

児童福祉対紫事業

2億3， 279力6， 000円

生活保護対漿事業

3億5， 017万5 ， 000円

障害者h1,'i祉対策事業

5， 353万2 ， 000 1リ

社会福祉対紫事業

2， 776万5 ， 000円

保健予防対策事業

3． 570万7， 000円

市道改良事業

2徳6， 416万5 ，
, lj道舗装事業

6 ， 598ノ］6，

交通安全対･縦事業
1 ， 720万5，

街路整備事業
5， 086刀0．

下水路改ｲ|参事業

1 ， 470万1 ，
公共下水道事業

8， 354万1 ，

公園設置事業

1 ， 290万2．
市営住宅建設事業

5億1 ， 064万0．
環境整備事業

4億7， 690万7，

消防整備事業

1 ， 126万7，
集会所建設事業

1 ， 664万3､

0001二11

000円

0001'1

000円

0001丁1

000円

000円

000円

000FI]

000円

000円

へ

‐

篭産
業
の

生
活
環
境
璽
一

整
億
》

福
錐
の

振向
墓 亜』
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絵とグラフ

今年の音

捌鐵簔 ’

7‘826万4千円(1.3%)

4,446万7千円（0．8％）
2,883万9千円（(〕､5％）
1,430万6千円（0.2％）
505万6千円(0. 1%)
121万3千円（0．0％）

地方讓与税

自動車取得税交付金
産炭地域振興臨時交付金
娯楽施設利用税交付金
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

鰯蕊
45 46 47 18 49 50 51 b2 DJ b4

(年I菅

県支出金

2億7,552万3千円

／148§

一

ｆ
、

呂

、

Ｆ

、

，
咄

１
．
も
Ｊ
砧
、
Ｊ
Ｇ
Ｉ
Ｊ
●
‘
ｊ
ｈ
ｉ
Ｊ
Ｇ
１

Ｆ
１

〃
、
Ⅱ
ｒ
、
．
〃
、

＃
■
１

／市債

3億9,740万F［6億9，740力

汽予
算
の
佃
叩
び
｛
率
…
・
・
・
総
額
で
６
．
５
％
、
云
般
合
再
訂
は
２
．
４
％

高萩市の55年度の予算がきまりました。 この予算！

は、 4月から新らしい年度にはいるため、 3月の第 1

1回定例市議会で可決されたものです。

そこで、今年の予算がと．のような事業に使われる ｛

のか、絵とグラフで主なものをひろってみました。 i

（12．0銘｝

国千

野

漣

油

玩
函
鍛
蠅

〔
（
）
ロ
咄
叱
Ｄ
Ｌ

叫
司
・
叱
趣
・
知
Ｌ
”

』
。
◆
●
■
■
ず
ｆ
ｈ

「
ざ
ノ
唾
由
牝
胎
●
坐
・
ロ

が
琴

I樵‘国庫支出金

1115

5,081万3千円
， .,ヘヘハ , 、 屯

歳 入

57億8,700万円

その他

‘ （月7

百

会計別予算額 (単位千円）
地方交付税

14億3,318万9千円

（24.8％） 一

'

会
二二V

別予垂T－

lll 額

帥０７

算

沼５ 5,787､000

ｲ由ぴ、蕊
11 ｰ I

般 会 計

国民健康保険事業

高萩霊1劃事業

水道事業

工業川水事業

合 計

へ噛ヤト関小瓜
業
民系

高国工水

1 2.4%

特
別
会
計
企
業
会
計

21.9％

4．8％

３
６
１
７
１
５
２
１

０ｌＬ ３
６
１
７
１
５
２
１

０ｌＬ
諸収入 1億1,589万'千円(2.0%)
使用料及び手数料7,997万7千円(1.4%)
繰越金 61000万円(1.0％）
分担金及び負担金4,404万8千円(0．8％）
繰入金 1 ,700万円(0.3％）
財産収入 1,052万7千円(0.2%)

一般会計予算

歳 入

（市に入るお金）

４
２
３
５
９
７
５
３
６
９

３ ４
２
３
５
９
７
５
３
６
９

３ 43．3％

9.1%

6．5％7,350,3757,350,375

君田中体育館建設:,脾業
7， 447万7，

秋山幼稚|東|舎建設’}f業
7， 091万7．

『蒟萩/｣､学校増築睾業
5 ， 898万1 ，

桁i首.キ蕊殴置事業
1 ， 709万4 ，

'学校給食センター遮営ざ聿業
1億1 ， 141万3，

文化会館〕亜営事業
9， 862万7，

，『.,!i萩の民話,l|｣,版聿柴
716万9，

' il営野王求場路面改修聿業
600万0，

公上も館図群充実索業
500万0，

みんなか．参加する文化活動
430万0，

小学校の数材･充実｡j手業
935万7，

数科改言]･による図書購入
525万4 ．

▼
000「'』
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●
ｃ
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ｐ
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Ａ
Ｉ
Ｉ
宮
Ｄ
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・
ひ

市民｜人が

負担するお金

54,366円

４
１
つ

000111

や.桐
ｘ
ｘ
７
ノ
ヱ
息
３

ｒ
ｌ
工
斤
１
１
１
《
ｊ
４
ｌ
ｌ

000円

0001 1」

0001 1」

の
柱
の
１
１

お
も
な
事
業

O00Il］

０
４
８
万
７
千
円
の

市民｜人に

使われるお金

’81 ,809円

0001 ’
:::::固定資産税職:
:::::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:

6億7,446万3千円 Ｊ
１
１
１
１

１
１
１
ｌ
‐

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

(389％）

費税肖 1億961万3千円(6.3％）

115669万5千~円(62%)

1億208万4千円(5．9％）

2,533万'千円(1 5％）

上はこち
わ
け 電 気 税

都市計画税

そ の 他

画
謡

・
田
白

面
謡
Ｆ

教
青
の
蕊
蕊
充
塞

一

▲

D篭ぞ市税と一般会計の歳出を人□31,830人（3月1日現在
て割ったものてす。
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